




数
3

品番 部 品 名
棚 板

12棚 フ ッ ク
●

 ＜棚板＞

※MJX-096D,E,097C,D,E
   は棚板1枚、棚フック4個入です。

屋根

床パネル

ベース

各梱包には下記部品がはいっておりますので、内容と個数をご確認のうえ組み立ててください。

1側 板 右2R
数品番 部 品 名

1側 板 左2L
1棚 支 柱 A41

 ＜側板＞

数
1

品番 部 品 名
扉 右

35 1扉 左
34

 ＜扉＞

棚支柱B

棚支柱CC

扉右
扉左

1棚 支 柱 Ｂ
1棚 支 柱 C C
1棚 支 柱 C C 下

数品番 部 品 名

2六 角 ボ ル ト

43
42

 ＜棚支柱＞

数
2

品番
31

部 品 名
壁 パ ネ ル

 ＜壁パネル＞

側板左

側板右

棚支柱A

数
1
1

1

品番 部 品 名
ベ ー ス
床 パ ネ ル

部 品 箱

1
6

●

 ＜ベース･屋根＞

1屋 根4

棚板

棚フック

壁パネル

●梱包別部品一覧

※ボルト、ネジ板は、各1個(MJX-096C,CP･097C,CPは
　ボルト4本、ネジ板1枚、パッキン付ネジ板4枚)予備を含
　んだ数量です。
※｢取扱説明書｣、｢保証書｣も、かならずお読みください。

●品番が白抜番号の部品には、製造番号が打ってあります。組み立て時、
　 不具合が起きた場合はその部品の製造番号を確認し、ご連絡ください。
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棚支柱CC下

六角ボルト

28本 

ネジ板

6枚 

鎖取付金具

2個 

ボルトキャップ

10個 

扉調整ボルト

2個 

・組立説明書(本書)・取扱説明書・保証書・型式ネーム

目隠しキャップ

4個 

部　品　箱

アンカープレート

4セット 

Pフック

2本 

パッキン付ネジ板

7枚 

コーナー金具

右1個 
左1個 

水準器

1個 

ボックススパナ

1個 

フックバー

1個 



２. ベース設置 水準器の見方

水準器

※アルミレールの
　ある方が前です。

(1)ベース

組立順序のご説明

１. 基礎

屋根の外寸

18 884 18

920

a b

1
9

2
9

基礎ブロック

○：水平です

気泡

×：傾いています

高 低

アジャスター

スパナ

下がる

上がる

ベース・屋根使用梱包

ベース

組み立てにあたって、部品の共通性･互換性を持たせるために、取り付け
穴が余分にあけてあります。相手に穴のない所はボルト締めの必要はあ
りません。各取り付け穴は、組み立てを容易にするために余裕を持たせ
てあります。片寄った締め方をすると、部品が入らなかったり穴が合わ
ない場合がありますので、この場合はボルトをゆるめ調整してください。

①地ならし・地固めをします。
②コンクリートブロックを水平
　に設置します。

地固めをしないと、内部に品物
を入れた時に重みで水平がくる
い、戸当たりが悪くなりますの
でご注意ください。

※梱包内の床パネルは｢7.床パネル取付｣
　で使用します。
※梱包内の屋根は｢5.屋根取付｣で使用し
　ます。

①ベースを設置し、水準器を使
　って四方の水平を確認します。
②水平がくるっている場合は、
　四隅のアジャスターをスパナ
　で微調整（調整範囲0～32
　mmまで）してください。
※調整方法
　四隅のうち一番高い所を見極
　め、そこに高さを合わせるよ
　うにして低い所のアジャスタ
　ーを上げてください。

①

②
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機種ごとに寸法が違い
ますので、右表をよく
見て施工してください。

b機 種 a

MJX-097C,D,E 788740

（単位:mm）

MJX-096C,D,E 648600



３. 側板取付

ボルト=4本

側板使用梱包

②

ボルト

 ※内アンカー工事をする場合

25

2
5 ①

②

②

②

②

①
ベース

(2R)側板右

※足のある方が
　 前下です。

(2L)側板左

側板

転倒防止工事のうち、内アンカー工事を行う場合は下記要領で行
ってください。内アンカー工事を行わない場合は「3.側板取付」
へお進みください。

①ベースを建物の壁や障害物から25mm以上のスキマ(屋根の出幅
　分)をあけて設置します。
※左右のスキマがせまい場合は、先に「3.側板取付」で側板を取り
　付け、ベース後部側面の穴にボルトを取り付けたあと、ボルト
　キャップを取り付けてください。
②一番外側の四隅の穴にマークをし、M10アンカーボルト4本(市
   販品)で固定してください。
③｢2.ベース設置｣の要領で水平を調整します。

ボルト=2本
ボルトキャップ=4個

※梱包内の棚支柱は｢6.棚支柱A取付｣
　で使用します。

①側板に貼り付けてある棚支柱
　を取り外します。
②側板の前の足をベースの角穴
　に差し込みます。
③側板後下部を内側からボルト
　で固定します。
④側板の前の足を外側からボル
　トで固定します。

④

ボルトキャップ
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③側板後下部



a

a

b

４. 壁パネル取付
壁パネル使用梱包

(31)壁パネル

※ネジ板を指で押えながらボ
　 ルトをしめます。

b横方向 壁パネル

ベース

ネジ板

a

b

MJX-096C,CP
MJX-097C,CP

の場合、 は右図
のようになります。

b

aa

MJX-096C,CP
MJX-097C,CP

の場合、 は右図
のようになります。

壁の取付

左から1枚 右から1枚

棚支柱A※

a

b

a

aa

※ 棚支柱Aは｢6.棚支柱A取付｣で取り付けます。

(31)壁パネル

壁パネル

※壁パネルに上下はありません。
※コの字に曲がっている方が側板側です。a縦方向

側板 壁パネル

パッキン付
　　 ネジ板

MJX-096C,CP
MJX-097C,CP
の場合

※コの字に曲がっている方が
　　　　　　　　　　側板側です。

①壁パネルを側板左後ろにはめ

　込み、縦方向( )をボルトとパ
　ッキン付ネジ板で取り付け、

　横方向( )をボルトとネジ板で
　取り付けます。

②同様に側板右後ろに壁パネル
　を取り付けます。
※コの字の曲げ部に注意して図
　を参考に取り付けてください。

①

②

ボルト=5･8本
ネジ板=2枚
パッキン付ネジ板=3･6枚
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屋根

側板

②

②

５. 屋根取付
屋根使用梱包

c

ネジ板

コーナー金具(左)

６.棚支柱A取付
側板使用梱包

※　　　穴のある
　 方が上です。

②

下部のベロ

７.床パネル取付

目隠しキャップ=4個

目隠しキャップ

c
c

(4)屋根

※アルミレールのある方が前です。

①

※床パネルの切り欠
　 きを側板にあわせ
　 ます。

金具(左)
コーナー

(6)床パネル

棚支柱A

屋根

床パネル

①

棚支柱Ａ

ベース・屋根使用梱包

ベース・屋根使用梱包

※梱包は｢2.ベース設置｣で開梱済です。

①屋根を乗せ、４隅が本体にか
　ぶさっているか確認します。
※別売の雨といは、屋根を乗せ
　る前に取り付けてください。
②コーナー金具とボルトで側板
　前上部に固定します。

③ボルトとネジ板で壁パネル( )
　と固定します。

※梱包は｢3.側板取付｣で開梱済です。

①下部のベロで壁パネルのつな
　ぎ目をはさみ込みます。
※棚支柱Aの取付位置は｢4.壁パ
　ネル取付｣の②を参考にしてく
　ださい。
②ボルトとネジ板で屋根と取り
　付けます。

※梱包は｢2.ベース設置｣で開梱済です。

①床パネルに目隠しキャップを
　取り付けます。
②床パネルをベースにはめ込み
　ます。

①

③

ボルト=10本
ネジ板=2枚

ボルト=1本
ネジ板=1枚
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コーナー金具(右)





部品の関係上、3種類の型式を表示しております。お問い合わ
せの際は、お手数ですが寸法をご確認のうえ型式と製造番号
をご連絡ください。

製造
番号

MJX-09□C (高さ1300mm)
MJX-09□D (高さ1600mm)
MJX-09□E (高さ1900mm)

 10.型式ネーム貼付

型式ネーム

 11.扉取付
扉使用梱包

(35)扉左

(34)扉右

扉

※スライダーのあ
　 る方が上です。

※錠のある方が
　 扉右です。

型式ネーム

部品箱内の「型式ネーム」シー
ルを側板右上部内側に貼り付け
ます。

※鍵は扉の裏側に貼ってあります。

①扉左のスライダーを屋根のレ
　ール(奥側)の長丸穴にはめ込
　みます。
②戸車をベースのレール(奥側)に
　乗せます。
③同様に扉右を手前側のレール
　に取り付けます。

9

スライダー

スライダーの先をアルミレール
に空いている長丸穴に差し込
み扉を取り付けてください。

戸車

①

②

スライダー

長丸穴

※扉が閉まりにくい場合
扉同士を強い力で閉め切ってください。
その後はスムーズに開閉ができるように
なります。（扉に付いているキャッチの影
響で閉めにくい状態になっています。）



 12.戸当たり調整

① ② ③

 13.施錠方法について

A B

錠

戸当たり

扉を閉めて右図のようにスキマ
(3mm程度)ができた場合は､A、
B部の戸車を下記の要領で調整
してください。
①戸車を固定しているボルトを
　4､5回転ゆるめます。
②部品箱内の扉調整用のボルト
　で戸当たりを調整します。
③最初にゆるめたボルトを締め
　付けます。

錠は仮ロック付です｡(鍵を使わ
ずに仮にロックできる機構が付
いています｡)右記方法に従って
施錠してください。

※3mm以上のスキマや上記の要
　領で調整できない時は、目隠
　しキャップをはずしベースの
　水平を出し直してください。
　(｢２.ベース設置｣を参照)
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仮ロック状態では鍵はかかりません。
施錠の際は必ず鍵を使ってください。

開錠状態 仮ロック状態 施錠状態

鍵を差して
回します。

鍵を差しても
回せません。

を押します。

を押します。

赤色

青色青色






